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きさらづ市民ネットワーク 
 

市民ネットワークでは、2018 年 3 月に予定されている市長選の立候補を予定されている方に、公開質

問を行いました。 

３月３日現在、立候補を予定されている方は 1 人です。届いた回答は下記のとおりです。3 月 3 日以降

に、立候補を予定される方がおられれば公開質問を送り、回答が届きましたら、ＨＰのみ掲載とします。 

 ＨＰ http://tanaka-noriko.sakura.ne.jp「田中のりこと市民ネット」 

 

１. 市庁舎は、建て替え時期を延期し、朝日庁舎と駅前庁舎に分散移転しました。 

このことについて、財政面等、行政から見て、どのようにお考えになられますか？ 

渡辺芳邦立候補予定者の回答 他の候補予定者の回答 

庁舎は木更津市の規模では市政にとって一番高い買い物だと思いま

す。その負担は出来るだけ多くの世代で公平となることが基本であ

り、耐用年数を 50 年とすれば、25 年で半分を積み立て、残りの半分

を起債により 25 年で返済をすることが理想であると考えます。し

かし、起債をするには 4 分の 1 の原資が必要であるものの、前計画

時にはそれが充分でなかったため、PFI という民間に建ててもらっ

たものへの支払いをベースに計画されました。それにより、15 年と

いう短い期間での支払いであったこと、加えて建設費の高騰により、

計画の 93 億円に 40 億円の上乗せが必要となったことを考慮し、あ

る程度の積み立てが出来るまで、また建設費の高騰が収まるまでの延

期を決定させていただき、現状の分散移転となっています。結果とし

て、利便性や街なかの賑わいに貢献が出来ていると考えています。現

在、賃料もある程度安く抑えられていますので、その間にしっかりと

基金を積み立てると同時に、建設費を抑える手法、立地場所への波及

効果も検討しながら、準備を進めていきたいと考えます。 

 

 

 

２. 子育て支援について、行政の政策として、特に力を入れたいと思うことを３つお挙げください。 

渡辺芳邦立候補予定者の回答 他の候補予定者の回答 

まずは、まだ実現できていない保育園待機児童の解消に向け、民営化

を確実に進めること、市の保育士を確保し定員を確保すること、民間

保育園や事業所内保育所の整備を支援していきたいと考えます。2 つ

目としては、4 月からスタートする「子育て世代包括支援センター」

を充実させ、切れ目のない支援体制を充実し、3 つ目としては、児童

虐待や DV の根絶にむけた体制を強化したいと考えます。 

 

 



 

３. 地域に住み続けたいと思う高齢者に対して、行政の政策として、どのようなことに力を入れた

いとお考えになられますか？ 

 

 

４. 米海兵隊のオスプレイの機体整備後の試験飛行は、海上を基本としています。 

漁業関連の方の安全確保は当然ですが、木更津市の有効な観光資源である潮干狩り期間中は、

その上空の飛行は避けるべきと考えますが、このことに対する市からの国への対応の働きかけ

は、どのようにお考えになられますか？ 

渡辺芳邦立候補予定者 他の候補予定者 

潮干狩り期間中の試験飛行等について、潮干狩り客が不安を抱くこと

のないように時間帯を考慮するなど、地域住民や観光客等への配慮を

行うよう、防衛省から米軍へ申し入れることをすでに要望していま

す。個人の考えとしては対応は可能なものと考えますので、今後もし

っかりと伝えていきたいと思います。 

 

 

 

５. 市民とともに、まちづくりをすすめる上で、市政について市民に情報提供をするツールとし

て、職員による出前講座が効果的と考えますが、それについて、どのようにお考えになられま

すか？ 

渡辺芳邦立候補予定者 他の候補予定者 

これまでも、消費生活や選挙啓発、また各公民館による様々な講座を

実施していますが、出前講座という仕組みは、市政に対するご理解と

ご協力を頂くためにも必要と考えており、導入に向けて仕組みの検討

をしています。市民の皆さんにとってわかりやすく、使い勝手のいい

講座を提供したいと考えます。 

 

 

渡辺芳邦立候補予定者の回答 他の候補予定者の回答 

現在市においても、「地域包括ケアシステム」の深化・推進を掲げた

次期の計画を策定中ですが、中でも「生活支援」の体制の強化として

は、新しい総合事業によるサービスの整備や地域包括支援センターの

強化、また生活支援コーディネーターが中心となった地域の皆様によ

る支援の取り組みを進める必要があると思っています。また、医療・

介護・行政との多職種連携はさらに強化が必要でありますので、これ

までの取り組みを深めていきます。一方、超高齢化社会を迎える中で

は、高齢者の皆さんの社会参加、生きがいづくりが大切であると思い

ますので、健康寿命を延ばし、仕事や社会貢献に対するチャレンジを

支援できる体制を強化していきたいと考えています。 

 


